
特集「第7期システム」：ソフトウェア・ショートレビュー   

2008年度から，本学で開講している  

「プログラム（VB）」，「システムデザイン」  

と「システム構築論」の講義に，Visual  

Basic2008ExpressEdition，VisualWeb  

Developer2008Express EditionとSQL  

Server2008ExpressEditionによる統合  

開発環境（IDE）を導入した。   

本統合開発環境は，最新のVisualStudio  

2008．Netの簡易版として，マクロソフト社  

が無料で配布している。軽量化したシス  

テム構造の実現により，インストールから  

システム開発まで，初心者でも手軽に扱え  

ることで，教育現場からも多くの関心が寄  

せられている。   

まず，プログラミング言語はⅥsual  

Basic9．0（VB9．0）にバージョンアップし  

た。VB9．0は，暗黙の型指定，型推論とラム  

ダ式，ExtensionMethodsの導入とクエリ  

の統合「LINQ」，4つ方面での改善が実現し  

た。  

VisualBasic2008ExpressEditionは，  

「Windowsアプリケーション」ための統合  

開発環境である。アプリケーション開発  

のライフスタイルに合わせ，クラス設計，  

コーディング支援，データベースとの統合  

連携，デバッグ，ビルドなど開発支援機能  

が統合的に扱えるこので，効率的にかつ高  

品質なアプリケーションの開発が行える。  

一方，ⅥsualWebDeveloper2008Express  

Editionは，「Webアプリケーション」ため  

の統合開発環境である。従来のシステ  

ムと比べ，本システムは，ASP．Netにより  

Webアプリケーションの開発だけではな  

く，Webサイトデザイン機能も備えてい  

る。また，ASP．NetAJAXによるクライア  

ントサイトのプログラミング機能やLINQ  

によるObjectデータとⅩMLデータの統合  

クエリ処理など，多彩な機能が搭載してい  

る。  
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